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建築物における虫害発生実態について調査された結果の一例を第 1表 に示す｡ この調査結果を要約する
と,(1)建物の構造別による被害発生の差はない｡(2)被害は全国的に発生し,地域別の差は見られない｡(3)竣
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建物部材 58.8 27,0 14.2
家具建具 55.4 25,6 19.0





900cm2, 冷虻は 10kg/cm2 で室温における24時間圧締,熱圧は 115℃ で 10kg/cm2･90秒の圧縮であ








表2. 合板中の厚さ方向での C 14 クロルデンの分布
部 位 冷 圧 熟 圧
800g/m3 800g/m3 900g/m3 1000g/m3
表 層 0.0(lU5C8i{g) (uci/g) (uci/g) hlCi/g)0.00302 0.00732 0.00973
準表層 0.01630 0.01725
接着層 0.26485 0.28886 0.29385 0.34808






表3. 合板中の C14 クロルデンの含有量 (〃ci/15×15cm2)
冷 圧 熟 庄
800g/m3 800g/m3 900g/m3 1000g/m3
圧締前の全含有量 (a) 3.8064 3.8064 4.2822 4.7580
圧締後の全含有量 (b) 3.7232 3.1945 3.5981 3.9023
afb (%) 2.2 16.1 16.0 18.2
接着層の含有量 (C) 1.7480 1.9065 1.9394 2.2974
表4. クロルデン接着剤混入合板の防虫性能
心単板の 涜加量 分析値
2.8〟36Lil′ 960 0.051 L 80
1200 0.Oq2 16 86
960 0.055 28 78
1200 0.05g 釣 96






＼､ √≡∃∈∃里 含有率(%) ,A旦己里 含有率(〟9) (Jg) (%)
A-1 1015 0,026 1Ll75 0.055
-2 1500 0.026 5900 0.083
B-1 lL100 0_rn58 1950 0.059
-2 1q25 0.05g 2925 0.067
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表6. 接着剤のことなる防虫合板のクロルデン定量値
接 着 剤 涛加量(g/m3) 合板の比重 定 量 値 検出率(%)含有率(%含量(9/mり
ユリア系 800 0.q7 0.058 27q 刊
960 0.m 0.02l 1土沌 15
1000 0.51 0.075 575 58
1L100 0.5Ll 0.051 167 16
メラミン系 紺0 0.55 0.05g 21LI 27
960 0.59 0.C)50 178 18
1000 0,55 0.066 5Li8 55
1780 0.46 0.072 551 19
フェノール系 735 0.65 0.057 253 52
800 0.55 0.OLt2 225 28















362850 0.615591 く179 ~~~153
63 13.5 180-199 25
75 15.Lt 200-2上19 Li5


















値を得た例は約37%で,0103-0･049% の例が約56%である｡ また･容積比 (g/m 3) の値で 前述の有効限
界量の 960g/m 3 の混入量から理論的に各種の誤差,損失が重なって得られる定量値の最低値 (150g/m 3)
以上の値を示した例は約77%である○このようにクロルデンを 960g/m 3 になるように接着剤に混入したと
して,またその工場生産製品がすべて妥当な製造条件によって製造されたものと仮定して,その出現頻度が












着剤を用いて, 1･8+4･0+1･8mm のレッドラワンの3プライ合板を製造し, それに対する防虫試験を行
った｡ホキシムの添加量は 160g/m3,250g/m3,500g/m3 の3段階とした｡ 防虫効力試験方法としてほ,
成虫試験と幼虫試験を行った｡成虫試験は日本木材保存協会規格第8早 (1979)木材防虫剤の防虫効力試験
方法(2)に準じて行った｡合板試験片の中央に直径 2･4mm の穴をあけ, これらの合板を 3枚重ねて固着
し,調湿した後,その穴に人工飼育したヒラタキクイムシの羽化脱出24時間以内の健全な成虫の雌雄5対を
表8. 有機 リン系化合物のうち木材防虫剤として有効な化合物
- 般 名 化 学 名 化学構造式
クロルピリホス ○′O-d土ethy10-3′5′6-tr土ch1Or0-2-pyridylph○sphOrOthiOate 在≡;:5:)冨-官尊 ci
プ工ニトロチオン 0,0-dimethy1-0-(3-methy1-4-nitrophny1)phOsphOrOthiOateOrO′O-dimethy10 (4-n土tr m-七〇1y1)phOspOrthioate CH3≡l-;…≡)g一〇◎N02
ホ キ シ ム (d土aethOxythiOphOsphOry10xm土nO卜pheny1-acetn土tri1 S CN･C2H50,2呈-O-N-さ督
- 65-









を用い 1.6+3.6+1.6mm の3プライのラワン合板を作る○ ただし, これらの単板には,栄養液をあらか
じめ注入した｡試験方法は日本木材保存協会規格第8号 (1979)木材防虫剤の防虫効力試験方法(2)に準 じて





区 幼虫試験結果 成虫試験結果食害数/供試虫数 一.死虫数 生虫数 不 明 成虫投入後の平均寿命(生存日数)
無処理区 15/50 5 27 0 21
1.6k9/m32' q′50 28 1 1 1.5
2.5k9/ml 2/50 30 0 0 1.0




涛加量 耐候操作 羽化脱出成虫数 死虫牽
(9/珂) の有無 表 面 木口面 (o/9)
200 ナ シ 0 2 柿.7
ア リ 2 90.0
斗OO ナ シ 0 090.0
ア リ 100
600 ナ シ 0 01m
ア リ 96.7
800 ナ シ 0 0100
ア リ 96.7
ユ000 ナ シ 0 0100
ア リ 100
1200 ナ シ 0 0100
ア リ 96.7
クロルデン ナ -y 0 057.1
960 ア リ 0 067.9




涜加量 I(9/ml) せん孔度A B C D
200 う6 19 00
600 5q 16 00
1000 55 7 000q6 6 7 7
クロルデン1000 叫1 11 5 0
成虫に対する効力
涜加量(/m3 試験片の表面 供試頭数 死虫垂
200 研ま面 91 ユ5
# 〝 71 66
qDO 研ま面 8Ll 85
gE,/ 85 gLl
600 研ま面 81 8q

























900cm2 で冷圧は 14 -17kg/cm2で20分～30分圧挿し,熱圧は 8kg/cm2で100-120秒圧締した｡なお,










表13. 防虫合板中の SMT の分布
(厚さ方向)
課 i2009/m3 qoog/m3 600g/m'
表 面 部 0.0012 (Zo) 0.0026(700.0057(完)
接着層部 0.Oq7Ll 0.0888 0.1255
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表14. SMT 添加合板中*の定量分析
譲用量i,j/m' 分 析 値(9/m3) 減少率い %)製作直後 40℃30日後
200 162(81) 157(79) 5.1
岬P 283(71) 255(6q) 9.9
600 LI77(80) Lt15(69) 15.0
800 765(96) 650(81) 15.0
1000 936(9叫) 889(90) 5.0
※実験室製作
処理薬剤 処理後のl経過白数 ラワン板塗布 合 板接着剤混入油 剤 乳化液
クロルデン 直後 10.6 7.6 1,3
1ケ月後 叫.6 7.9 i.5






































一 般 名 化 合 物 名 急性毒性 溶 媒
ⅠF-1000 4-ch10rOpheny1-3- 1250(M) benzene.七〇1uene.xylene,土OdOprOpargy1 m tha ol,acetOne′
formal petr○1eum s01V.
TBT-P tr土buthyltln-phthalate 167(M) allorganic solv.
DCFN N-d土ch1○rO-N-pheny1-N一一fluOrO- 2500(良) ethylene ch10r土de′
d土ch10rOmethy1-th土○sulfam土de 1000(C) ethyl acetate,Xylene,
Ⅰで-510 N-4-methy1- 550(R) acetOne,DMF.benzene,
phenylmale土m土de t01uene′xylene
DP-1104 d土■⊥OdOmethy1- 10000(M) DMF,acetone,benzene,
p-t01ylsulfOne 9400(氏) xylene,t01uene′ethan01
TBP trlbr〇mOphen01 5000(R) acetOne.methanol.benze ,h xane
NCH-A1 N-n土trOsO-N- 5610(良) benzene′methylene ch10r土de′
cyc10heXy1- 4000(D) methanol.acetbne′
hydrOxylam土-ne-A1 1600(R) t01uene′ch10rOfOrm
EB工PBUSAN30 3-ethOxycarbOny1- 1000(M) acet○ne′t01uene′kerOsene′OXy-1-brOm0-1.2-diiOd 1二旦呈旦旦e e2 ( 土Ocy n〇一 R10 m土neral spユr土tethan○1 carb○
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可能であるo勿論これに関連する実験結果も2,3得られているが,一般製品として誰でもその処理方法で
良い性能を付加できるかどうかは非常にむずかしく,未解決の部分が残されている｡
現在, 生産され利用されている防腐合板では, 加圧処理が主たるものであるが, 使用されている薬剤は

















氏 9302の試験方法に準 じて試験 した｡表 ･裏単板は 1･6mm, 芯ならびにそえ芯単板は 3.1mm とし,
I,プライ, 12mm のメランチ合板とカポ-ル合板を作製した｡ メランチの表 ･裏板の含水率は9.7%,芯
単板は910%,カポールの表 ･裏単板の含水率は11･2%,芯単板は8･2%であった｡比重はメランチが0.40,
か ト ルーは0･60である｡ 接着剤としては メラミン･ユリア共縮合樹脂接着剤 (大鹿 レヂン PWP8号)を用
い,卿 F,一品は 38g/900cm2, 堆積時間5分,冷脚 雛日 0kg/cm2 で30分,放置時間が5分,熱圧条件と
表17. 各種防腐剤による防腐合板の防腐性能 (1)
薬 剤 譲加量 含有率 メランチ 含有率 カブール(k9/m3) (%) 力ワラタケ ヒイ□タケ (%) 力ワラタケ ヒイ□タケ
無処理 ∩ 17.6 12.2 ll.1 5.1
Ⅰト1000TBT-P 0.5
0.OLlO 52 7叫 0.060 51 77
1.0 0.100 89 86 0.120 6LI 77
10 0.151 50 LIB 0,15Ll 28 婿
i)CFN 1.0 0.057 52 52 0.080 55 65
lT-510 1.5 0.0865 15 0 0.125056 10 16
DP-110q 1.0 65 57 69 71
†BP 50 昭 5g qq 65



















IFJOOO,TBT-P,TBP,TBZ 〔2-(4thiazol)-benzimidazol･e〕を使い, 1mm 単板,等厚ラワン5プ






これによると,アルボーレンF22の5kg/m3,7kg/m3,IF-1000の 1kg/m3 以上,TBTP の7kg/m3 以
上は一応効力があると判定し得るoTBP ならびに TBZ,とくに TBZについては防腐効力は非常に低い
と考えられる｡ また,耐侯操作を行った場合においても,IF-1000はすべての場合に効力があるが･アル
表18. 防腐合板の防腐性能 (2)二元配置による実験
薬 剤 添加量 ･耐候ナシ) 耐 候 効力値1)2)
(k9/m)･効力値 (月)
ABRⅠト1000TT-PPZ i 0 1 75
5 79 5 67
7 82 5 61
1 8q 1 96
5 87 5 89
7 95 5 89
1 59 1 66
5 59 3 66
7 75 5 Ll8
1 叫5 1 67
_5 56 3 62
7 67 5 58
1 ll
5 22 3 50
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:7C症
? ? ? ? ?
TBTP JF-1000 TBTP LF-1〔)00
カワラタケ カワラタケ
50 ユリア･メラミンフ工ノ-ル
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?












防腐剤として IF11000, EBIP (3-ethoxycarbonyloxy-1-brom0-1,2-diiod-I-propene), Busan30〔2-
(thiocyanomethylthio)-benzothiazolc〕ならびに NCH -Alを選び実験した例を紹介する0
本実験は当研究室において計画した ものであって, 単板樹種としてはレッド･メランチ (ボルネオサバ
産),単板構成は 0･8+2･4+0･8mm,仕上げ 4･Omm, および 0･8+3･9+0･8mm,仕上げ 5･6mm の
2種類とした｡接着剤としては,メラミン･ユリ7共縮合樹脂および7-ノール樹脂の2種類を使ったo接
着剤の塗布量は,メラミン･ユリア共縮合樹脂接着剤は仕上げ 4･Omm 合板では 32g/900cm2,5･6mm









薬 剤 涜加量(k9州 耐候操作なし 耐候操作あり8週間 12週間 8週間 12週簡
無処理 019.5 55.4 25,4 LIB.i
ⅠF-1000 1.2 85 87 87 gil
1.0 79 86 88 9Lt
0.8 67 80 71 56
0.6 ilo 50 lil 26
EBlP 1.2 8叫 92 95 97
1.0 58 66 89 92
0.8 叫7 70 70 82
0.6 5g 叫6 7勺 81
BUSAN-50 2.L1 77 77 57 67
1.0 LI5 L17 22 28









3.0 85(20) gq(20) 58(0)
1.0 lo句(10) 92(15) 58(0)
0.5 111(60) 97(10) 55(5)
しろい現象は,耐候操作 (静水6時間-60℃ 18時間 30サイクル)を行った場合においては,IF-1000なら
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から 20cm 以内の木部｡
このような状況からも,軸組構造でも,パネル構造,枠組壁構造とも腐朽,蟻害をうける個所は同一個所
とみてよく,とくに足元回りの被害が大きい｡
合板の構造的利用を計るときほ,上下枠ならびにたて枠の見付け面を合板で覆って始めて効果を発揮す
る｡もし,合板の下縁が腐朽していれば,枠は四角形を維持することができず,丁度人間の足のかがとを傷
めれば,他の部分が健全であっても立っていられないのに等しい｡また,下枠あるいは合板を打ちつける土
台が腐朽していても同様のことがいえる｡さらに,合板と枠あるいは土台をとめつける釘は,木材以上に腐
食が激しく,釘が錆びれば,これら両者をとめつけていないのに等しい｡少 なくとも構造利用を計るとき
ほ,合板,秤,釘が三位一体でなければならない｡合板は大きな面を覆うことができ,そのため板で面を覆
うのに比較して,継目の総延長は短くてすみ,パネル内-,また軸組内-水分の浸透を少なくできるなどの
利点があり,枠材を保護することもできる｡以上のような理由で,合板の構造的利用上,その耐久性,耐蟻
性は,建物の耐久性上重大なかかわりをもっており,処理合板によっで骨組が包まれることによって,建物
の耐久性が確保されるといっても過言でない｡
住宅生産は工業化を指向し,湿式工法から乾式工法へと移行,構成材化,工法の簡易化,現場労務の削減,
省力化の方向が求められ,性能の向上に対する要求とともに,部品の多くは工場生産品-と移り変ってい
る｡このような状況の中で,工場生産品である合板は,今後の構造的利用面での拡大を考えるとき,構造材
料としての必要性能の一つである耐久性の付与が,従来のように現場で薬剤を塗布するといった姑息な手段
がとられている状況は問題が多い｡所要の防腐 ･防蟻防虫効力があり,品質の安定した,信頼性の高い処理
合板の出現が強く望まれ,新しい木質建材の方途を示すものと言えるであろう｡
I-7l一
